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９月（長月：ながつき） 「発展の２学期を」 

９月は旧暦で長月（ながつき）とも言います。旧暦でこの月にあたる時期は、今の時期でいうと１０

月上旬から１１月上旬にあたり、夜がだんだん長くなる「夜長月（よながつき）」が、略されて長月とな

ったと言われています。また、雨が多く降る時期であるため「長雨月（ながあめつき）」という説や、稲

を刈り収める時期のため「稲刈月（いなかりづき）」が転じたという説もあります。いずれにせよ、残暑

が厳しくなるこの時期、来るべき実りの秋の前にもうひと踏ん張りということでしょうか。今月も、感

染症対策と熱中症対策等、子供たちの健康管理、安全対策に引き続き気を配りながら、西中での教育活

動を進めてまいります。 

 

さて、表題の「発展の２学期を」は、８月２０日（木）の２学期の始業式の式辞になります。２学期

の始業式も、感染症対策の為、放送で行いました。放送ということもあり、体育館で実施した場合の半

分程度の長さになりましたが、２学期に向けての私の願いを話しましたので、以下にその全文を紹介し

ます。 

 

おはようございます。 

１９日間の夏休みも昨日で終わり、今日から 2学期が始まります。今までで一番短い夏休み、皆さん

はどのように過ごしましたか。今年の夏休みは梅雨明け宣言から始まり、そこから毎日のように暑い日

が続きました。今朝、登校してくる皆さんを見ていると、短かった夏休みの為か、真っ黒く日焼けをし

た人が例年より少ない気がしましたが、夏休み中、大きな事故もなく、こうして元気な皆さんと会えた

ことを大変うれしく思います。 

 

さて、2学期のキーワードは「発展」です。 

１学期は、少しずつ元の学校生活に戻していくため、授業や行事には制限がかかり、これまでのよう

な学校生活を送ることができませんでした。しかし、その制限がかかった学校生活の中でも、うがいや

手洗い、３密を防ぐ、ソーシャルディスタンスなど、新しい生活様式に沿って生活すれば、安全に学校

生活を送ることができることがわかったのではないでしょうか。 

そこで、１学期に身に付けた新しい生活様式に沿った学校生活の基礎・基本をもとに、いろいろなこ

とに挑戦し、皆さん一人一人の力を伸ばすという意味で、２学期のキーワードを「発展」としました。 

２学期は、学習面では、話し合い活動を始めとした、実験、実習、合唱など実技を伴う学習も少しず

つ行っていきます。１学期のような、見るだけ、聞くだけではわかりにくかった学習内容も、より理解

を深めることができると思います。積極的に取組みましょう。 

行事面では、生徒会の役員選挙を始めとして、体育祭の縮小版であるミニ体育祭、部活動では新人戦、

１０月には校内音楽会、１１月には３年生の修学旅行も予定しています。もちろん、新型コロナウイル

ス感染症の状況によって変更される場合もありますが、一人一人が、新しい生活様式をしっかりと守り
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ながら、様々な行事の取組を通して、クラスや部活動の仲間と絆を深め、皆さん一人一人の力を伸ばし

てほしいと思います。 

 

また、2学期は、学校の中心が 3年生から 2年生に代わっていく時期でもあります。 

2 年生の皆さんには、これからの西中の代表としての自覚をしっかりもって、大いに頑張ってもらい

たいと思います。また、1 年生の皆さんは、2 年生の様子を見ながら、来年の西中の代表となるべく西

中生としての力をつけて欲しいと思います。 

そして、３年生の皆さんは、いよいよ進路選択の時。来年の春からの新たなステージに向け、準備を

行う時期になります。考えてみてください。来年の今頃は、３年生の皆さんは、それぞれの場所でそれ

ぞれの夏を過ごしているのです。どこでどのような夏を過ごしているので

しょうか。想像ができますか？これから、受験まで、来年の自分の姿を思

い浮かべながら、それぞれの夢に向かって、一日一日を大切に過ごしまし

ょう。良いイメージを持ち続け、あきらめずに頑張り続ければ、夢は一歩

一歩現実へと近づいてきます。 

 

この 2学期、新しい生活様式の中で、学校生活を続けていきながら、皆

さん一人一人が大きく成長し、西中全体がさらに「発展」していくことを

期待しています。 

２学期も元気にがんばりましょう。以上です。 

 

２学期の学校生活が、子供たちにとって「発展の２学期」になるよ

う、教職員一同全力で取り組んで参ります。保護者、地域の皆様にお

かれましては、２学期も本校の教育活動にご理解とご協力のほどよろ

しくお願いします。 

 

 

 


